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本日の内容

• 正規分布・・・連続的確率分布

• 標準正規分布・・・正規分布の基本形

• Studentのt-分布



確率分布＝相対度数のヒストグラム

• 相対度数＝度数／全体の試行回数

→相対度数を「確率」と呼ぶ

→相対度数のヒストグラムを「確率分布」と呼ぶ
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正規分布・・・連続的確率分布

• 平均μ，標準偏差σで平
均値に集中する分布

• 試験の得点など

正規分布(μ=5, σ=3)
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Excelで正規分布を体感する

• NORMDIST(x, μ, σ, TRUE or FALSE)

– μ・・・成功数・・・ 試行回数に含まれる成
功の回数を指定

– σ・・・試行回数・・・独立試行の回数を指定

– TRUE or FALSE・・・関数形式・・・

– TRUE を指定した場合は分布関数を計算

– FALSE の場合は確率密度を計算



課題13A
1. μ=5, σ=3の時の正規分布分布の確率密度関数p(-

5)～p(15)と分布関数の値をそれぞれ計算し，表と
グラフをExcelファイル「課題13」の「課題１３Ａ」シー
トに作れ。

2. 確率密度の式(1)に基づいて，確率密度関数値を計
算し，1の値と一致することを確認せよ。



確率変数の標準化



標準正規分布・・・連続的確率分布

• 平均μ=0，標準偏差
σ=1の正規分布
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Excelで標準正規分布を体感する

• NORMSDIST(x)・・・標準正規分布の分

布関数

• NORMSINV(z)・・・標準正規分布の逆関

数



課題１３Ｂ
1. μ=0, σ=1の時の標準正規分布の確率密度関数p(-

5)～p(5)と分布関数の値をそれぞれNORMDIST関
数を用いて計算せよ。

2. NORMSDIST関数を用いて分布関数の値を求め，
１と同じになることを確認せよ。

3. NORMSINV関数を用いて，2の値からxの値を求め
られることを確認せよ。



Studentのt-分布

TDIST(x, 自由度, 1)・・・t-分布の1-分布関数
TINV(確率, 自由度)・・・t-分布の逆関数



課題１３Ｃ
• X=0, 1,…, 10における標準正規分布の値

F(x)とt-分布の分布関数の値を比較せよ。自
由度は1, 10, 100とすること。



中心極限定理
• 中心極限定理・・・区間推定・検定の基本定理

母集団・・・分布は任意
平均(母平均): μ

（ ）分散 母分散 : σ2

標本
X1,X2, …, Xn

無作為抽出



中心極限定理の意味づけ



課題１３Ｄ

• サイコロを10回(n=10), 20回(n=20), ・・・，50
回(n=50)振って（RANDBETWEEN関数を使

うこと），目の和の平均を求める。この時，平
均の分散がだんだん1/nに比例して小さくなり
，平均は3.6666・・・に近づくことを確かめよ。

（注意！） 10回標本を10回以上，20回標本を
10回以上・・・取得してその度ごとに平均を求め
て分散を出すこと。
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